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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

担持型触媒は，酸化物等の担体に金属が担持されたものであり，工業的に広く利用
されている．Rh/Al2O3は代表的な担持型触媒であるが，酸素を含む高温条件で
はRhがAl2O3中へ拡散し，Rhの表面濃度が低下することで劣化を引き起こす．本研
究は上記問題を解決する触媒技術を模索しており，Al2O3へNiを予め固溶させ，こ
こにRhを担持することでRh表面濃度の低下が抑制されることをラボ分析で掴んだ．
そこで本課題では，電子顕微鏡を用い，通常のAl2O3担体に比べて開発担体上でRh
の表面濃度低下が抑制されている様子を可視化することを目的とした．

実験
Experimental

含浸法により試料を調製した．予めNiを担持したAl2O3に0.4wt%のRhを担持
し， 6 0 0℃焼成を経て触媒を調製し た．その後，得られ た触媒
に8%O2+10%H2O/N2を流通させながら800℃で5h加熱することによりエージング
を実施した．電子顕微鏡観察にはJEM-ARM200CFを用いた．

結果と考察
Results and Discussion

比較対象であるRh/Al2O3では，元素マッピングを実施した場合においても明確
なRhクラスターを同定することはできなかった．一方，視野全体のEDSスペクトル
ではRh-L由来のシグナルが明瞭に見られたことから，Al2O3マトリックス中にRhが
原子状拡散していることが示唆された．これに対しRh/Ni-Al2O3では，元素マップ
においても10nm前後のRhナノ粒子が観察され，触媒劣化を引き起こすRhの原子状
拡散が抑制されていることが可視化された．これらの触媒を三元反応に用いたとこ
ろ，Rh/Ni-Al2O3では排ガスが50%転化される温度（T50）が最大で67℃低下し，
期待通りに触媒劣化が抑制された．
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